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越産天然ゴムを日本に出荷へ
日越合弁、タイヤメーカー向けに

日系企業２社と国営ベトナム・ゴムグループ（ＶＲＧ）による合弁会社「ＶＲＧジャパン・ラバー・エク
スポート」（ＶＲＧジャパン）は、日本のタイヤメーカーに対するベトナム産天然ゴムの供給を４月から
開始する。併せてトルコや中東、インドといった新規市場を開拓することで来年の販売目標２万トンの達
成を目指している。

　ＶＲＧジャパンは、ゴム原材料化学品商社のＪＴＣ
（大阪市）と加藤事務所（東京都中央区）がＶＲＧと設
立した合弁会社。昨年９月に資本金50万米ドル（約
5,990万円）で設立され、ＶＲＧが50％、ＪＴＣと加藤
事務所がそれぞれ30％、20％を出資している。会長はＶ
ＲＧのボー・バン・タイン氏、副会長にはＪＴＣの藤村
達夫会長、社長は加藤事務所の加藤進一社長が務める。
ホーチミン市フーニュアン区に本社を置き、昨年12月
にホーチミン市から営業許可を取得した。
　

中国の需要減が契機
　
　ＪＴＣと加藤事務所がＶＲＧとの合弁に乗り出した
背景にはベトナムと中国の関係悪化がある。これまでベ
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トナム産天然ゴムの大半は中国向けに出荷されていた
が、南シナ海の領有権をめぐる問題から両国関係が悪化
したため、中国の需要が減少。一方で、ＶＲＧはこれま
で世界的なタイヤメーカーに対する納入実績がなかっ
たため、在日本ベトナム大使館を通じて日本のタイヤメ
ーカーに対する販路開拓の問い合わせがあったことが
きっかけとなった。
　加藤社長が２日、ＮＮＡに対して説明したところによ
ると、日本のタイヤメーカーが求める天然ゴムグレード
を導入することでメーカー側からも受け入れの同意を
得ていることから、４月にも出荷開始を予定している。
また、ベトナム国内にあるタイヤ工場でもベトナム産天
然ゴムの採用が検討されるという。将来的には、日本の
タイヤメーカーへの納入実績を重ねることで、グッドイ
ヤーやミシュラン、コンチネンタルといった欧米のメー
カーにも販路を拡大していきたい考え。

　ＶＲＧジャパンはまた、ＶＲＧがこれまでほとんど販
売してこなかったトルコや中東、インド向けに販売を強
化する。ＪＴＣはこれらの地域にタイヤ、ゴム原材料の
多量の販売実績があり、そのルートを活用する。既にト
ルコには出荷を始めている。
　今年の販売量は5,000～１万トンが見込まれているが、
来年には日本のタイヤメーカーおよび新規市場の開拓
によって２万トンを達成したいとしている。
　

開業式典を開催
　
　ＶＲＧジャパンは２日、ホーチミン市から営業許可を
得たことを機に、ホーチミン市内で開業式典を開催し
た。来賓としてチャン・アン・トゥアン商工次官やハ・
コン・トゥアン農業・地方開発次官らが出席した。

【ベトナム－車両】

トヨタが販売価格調整、関税や為替変動で
　トヨタ・ベトナム（ＴＭＶ）は２日、３月１日から適
用する車体価格を発表した。為替や関税、製造コストな
どの要素を勘案した結果で、現地で組立生産する車両は
多くが値上げ、日本から輸入する車の多くが値下げとな
っている。

　現地生産する５車種のうち、大型セダン「カムリ」を
除く４車種で値上げする。ドンが切り下げられたこと
や、賃金上昇などで製造コストが上昇したことなどが原
因。中型セダン「カローラ・アルティス」は700万ドン
（328米ドル、約３万8,900円）～1,000万ドン引き上げ
て７億6,400万ドン～９億5,400万ドン。小型セダン
「ヴィオス」は1,000万～1,200万ドン引き上げて５億
4,000万～６億2,400万ドン、多目的車（ＭＰＶ）「イノ

ーバ」は1,600万～1,800万ドン上げて６億9,900万～
８億3,300万ドン、スポーツ多目的車（ＳＵＶ）「フォ
ーチュナー」は 1,800 万～2,300万ドン上げて９億
1,000万～11億3,800万ドンとする。
　一方、ＳＵＶ「ランドクルーザー」やＦＲ（後輪駆動
車）スポーツ「８６（ハチロク）」など日本から輸入す
るモデルは円安の影響などで値下げ。ランクルは9,500
万ドン下げて26億700万ドンに、ハチロクは4,200万
ドン下げて16億3,600万ドン。一方、タイから輸入す
る小型ハッチバック「ヤリス」などは値上げする。
　トヨタの高級ブランドであるレクサスは５車種で値
下げ。ＳＵＶ「ＬＸ570」は１億8,100万ドン値下げし、
51億7,300万ドンとする。
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